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目的　自己効力感とは，ある結果を見いだすための行動を自分はどの程度うまく行うことができる
かの確信である。高い自己効力感はストレスを緩衝し，看護師の職業継続意思に関連する。自
己効力感には，特定の課題や場面に特異的に影響を及ぼす「領域固有の自己効力感（SSE）」と，
具体的な状況に依存せず，より一般化した日常生活場面における行動に影響する「特性的自己
効力感（GSE）」の 2つがある。本研究の目的は，手術看護に関する領域固有の自己効力感を
測定する尺度を開発することと，特性的自己効力感と領域固有の自己効力感が手術室勤務継続
意思に及ぼす影響を明らかにすることである。

方法　特定機能病院31施設の手術室に勤務する看護師・准看護師1,206名を対象に無記名自記式質
問紙調査を行った。調査内容は「特性的自己効力感」「領域固有の自己効力感」「手術室勤務継
続意思」「自己効力感に関連する因子」などである。調査票の配布は看護部に依頼し，郵送で
回収した。

結果　回収数628（回収率52.1％）のうち，有効回答618名（51.2％）を分析対象とした。手術看護
に関する領域固有の自己効力感 5項目のクロンバックのα係数は0.87で内的整合性を確認した。
また特性的自己効力感 6項目を合わせた11項目で因子分析を行った結果， 2因子に分かれ弁別
的妥当性を確認した。特性的自己効力感との相関係数は0.57で併存的妥当性を確認した。その
後，特性的自己効力感・領域固有の自己効力感・手術室勤務継続意思の 3つの関連について共
分散構造分析（ｎ＝493）を行った結果，手術室勤務継続意思に影響するのは，領域固有の自
己効力感であった。領域固有の自己効力感には，手術室内のソーシャルサポートや患者との関
係，手術看護に関する教育などが関連していた。

結論　手術看護に関する領域固有の自己効力感は，本研究によって開発された 5項目の尺度によっ
て測定可能と考える。手術室看護師の勤務継続意思に影響するのは，特性的自己効力感より，
手術看護に関する自己効力感であることが示唆された。手術室看護師が現在所属する手術室で
勤務し続けようとする意思を保つには，領域固有の自己効力感を高めることが有効である可能
性がある。

キーワード　手術室，看護師，特性的自己効力感（GSE），領域固有の自己効力感（SSE），勤務継
続意思

Ⅰ　緒　　　言

　今日の外科領域における麻酔技術や手術療法

の進歩は著しく，高度な術式が，重症患者や高
齢者・小児にまで適応されるとともに，器具・
手術材料の複雑化が一層進んでおり，手術室看
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護師に求められる役割は非常に大きくなってい
る。手術室看護師は，手術看護に関する確実な
スキルを身につけたエキスパートとして，患者
に質の高い看護と安全を保証しなければならな
い。一方で，手術室は閉鎖的かつ特殊な環境で，
常に緊急事態に遭遇する可能性が高く1），麻酔
下で意識のない患者を対象に看護を行うため，
手術室看護師は高いストレスを感じている2）。
看護師が職場で感じるストレスはバーンアウト
につながり，バーンアウトは離職願望につなが
る3）。
　ストレスの高さがバーンアウトや離職願望に
関連するのとは反対に，高い自己効力感はスト
レスを緩衝し4），看護師の職業継続意思に関連
する5）。自己効力感とは，ある結果を見いだす
ための行動を自分はどの程度うまく行うことが
できるかの確信であり6），自己効力感が高い人
はストレスフルな経験をしているときでも不快
な気分にならない7）。手術室看護師の自己効力
感を高めることによって，看護師の精神的健康
状態を高め，離職を防ぐことができるのではな
いかと考えた。
　自己効力感には，特定の課題や場面に特異的
に影響を及ぼす「領域固有の自己効力感（task-
specifi c self-effi  cacy；以下，領域固有のSSE）」
と，具体的な状況に依存せず，より一般化した
日常生活場面における行動に影響する「特性的
自己効力感（generalized self-effi  cacy；以下，
特性的GSE）」の 2つがある7）-9）。特性的GSEと
領域固有のSSEの関連については，領域固有の
SSEが特性的GSEを決定し特性的GSEは変化す
るという考え方と，特性的GSEが領域固有の
SSEを決定し特性的GSEは変化しないという考
え方がある7）。どちらの自己効力感への介入が
離職防止に有効なのかは検討する必要がある。
　本研究では，手術看護に関する自己効力感を
領域固有のSSEとするが，それを測定する尺度
はない。本研究の目的は，手術看護に関する領
域固有のSSEを測定する尺度を開発することと，
特性的GSEと領域固有のSSEが手術室勤務継続
意思に及ぼす影響を明らかにすることである。
なお，本研究でいう「手術室看護師」とは，手

術室に所属する看護師・准看護師（副看護師
長・主任を含む）をいう。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　データ収集方法
　全国の特定機能病院83施設のうち調査協力を
得られた31施設（37.3％）の手術室看護師を対
象に，無記名自記式質問紙調査を実施した。全
国を 6地域に区分すると調査協力の応諾率は，
北海道・東北67％（応諾施設数 6），関東・甲
信30％（ 8），北陸・東海31％（ 4），近畿46％
（ 6），中国・四国20％（ 2），九州・沖縄45％
（ 5）であり地域に大きな偏りはみられなかっ
た。調査票の配布は看護部を通じて行い，回収
は回答者個々に返信用封筒に入れ筆者へ直接郵
送してもらった。調査期間は平成24年 6 ～ 7 月
の 1カ月であった。

（ 2）　調査項目
1)　自己効力感
①　特性的GSE

　具体的な状況に依存せず，日常生活場面にお
ける行動に影響する自己効力感のことをいい，
三好の「人格特性的自己効力感尺度」10）を用い
て測定する。この尺度は，主観的な感覚として
の自己効力感を 6項目 5件法で測定する。「非
常に当てはまる（ 5点）」～「全く当てはまらな
い（ 1点）」として単純加算（逆転項目は換算
して加算）する。合計得点の範囲は 6点から30
点で，得点が高い程，特性的GSEが高いとみな
す。信頼性・妥当性とも検証されている。

②　領域固有のSSE
　手術看護の領域固有のSSEを測定するための
尺度がないため，質問項目を新たに作成した。
「どんな確信を持つことが手術看護の自己効力
感なのか」について，手術室看護師が専門性を
獲得し手術室勤務に適応していく過程について
研究した文献1）11）-13）を参考に「手術室看護師と
してやっていけるという確信」「専門的知識・
技術にもとづいた看護が実践できる確信」「手
術看護の専門性・独自性に意味を見いだし，や
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りがいを感じる確信」「チームの一員としてコ
ミュニケーションがとれる確信」「患者中心の
看護が実践できる確信」の 5項目を抽出，それ
ぞれ 5件法で質問した。
　自己効力感はある行動をおこす前に個人が感
じる可能性であり，通常は「～できる」「～で
きると思う」という質問文で問う場合が多い。
領域固有のSSEは仕事上の出来事などによりか
なり変動することが予測されるため，本調査で
は，その行動をとれるかどうかのかなり強い確
信を調査したいと考えた。そのため，「～でき
ている」という文言で，過去の経験をもとに自
分の成長をどのように評価しているかを含めた
確信を調査することにした。合計得点の範囲は
5点から25点で，得点が高い程，領域固有の
SSEが高いとみなす。プレテストおよび専門家
会議（看護研究者 2名，臨床経験 3～ 7年の看
護師 3名）において表面的妥当性を確認した。

③　手術室勤務継続意思
　現在所属している手術室で勤務し続けようと
する意思をいう。

④　自己効力感に関連する因子
　「手術室内のソーシャルサポート14）」「看護師
長のリーダーシップ15）」「患者との関係（患者
から感謝されている実感，患者との信頼関係を
築けている実感）」「手術看護に関する教育（手
術看護に必要な知識・技術についての指標の有
無，手術看護に関する段階的教育実施の有無）」
「役割の有無」について調査した。

⑤　看護師属性
　年齢，性別，看護師経験年数，手術室経験年
数などを調査した。

（ 3）　倫理的配慮
　日本看護協会「看護研究における倫理指針」
にのっとり，国立国際医療研究センター倫理委
員会の審査を受け実施した（承認番号NCGM- 
G-00153-00）。対象者への説明は，研究への協
力は自由意思であり協力しなくても個人および
施設に不利益のないこと，個人・施設は特定で
きないこと等を調査協力依頼書に明記し，調査
票の返送をもって調査参加への同意とした。

（ 4）　分析方法
　新たに開発した手術看護の領域固有のSSEに
ついて，各設問の妥当性を分析するため，G-P
分析，項目－全体相関分析，いずれか 1項目を
除いたときのクロンバックのα係数を算出した。
内的整合性については，クロンバックのα係数
を用い，特性的GSEとの弁別妥当性を調べるた
めに因子分析を行った。また，手術室勤務継続
意思に対し，領域固有のSSEと特性的GSEがど
のように影響を及ぼしているか，自己効力感に
関連する因子については，共分散構造分析を用
いて分析した。
　統計解析ソフトはIBM SPSS Statistics 19.0.0，
IBM SPSS Amos 21.0.0を用いた。検定はすべ
て両側検定とし，有意確率は 5％とした。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　調査参加者
　調査票1,206部を配布し，調査への参加同意
が得られた628名（回収率52.1％）から回答が
あった。

（ 2）　自己効力感尺度の分析
　自己効力感尺度の分析に関しては，特性的
GSEと領域固有のSSEの項目に欠損のない618
名（有効回答率51.2％）を対象として分析した。
1)　特性的GSE
　特性的GSE項目別得点は満点が 5点で平均は
2.88～3.12点，合計得点は満点が30点で平均は
18.03±標準偏差4.41であった。項目別得点の
平均値と正規性の検定結果を表 1に示す。合計
得点の平均・各項目得点の平均とも歪度＜ 0で，
やや得点の高い方に偏った分布であった。
2)　領域固有のSSE
　手術看護に関する領域固有のSSE項目別得点
は満点が 5点で平均は3.28～3.56点，合計得点
は満点が25点で平均は17.09±4.27点であった。
項目別得点の平均値と正規性の検定結果を表 2
に示す。合計得点の平均・各項目得点の平均と
も歪度＜ 0で，やや得点の高い方に偏った分布
であった。
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　領域固有のSSE 5 項目につ
いて，項目ごとにG-P分析，
項目－全体相関分析，該当項
目を除いたときのクロンバッ
クのα係数の検討を行った結
果，除外すべき項目はなかっ
た。 5項目のクロンバックの
α係数は0.87で内的整合性を
確認した。また特性的GSE 6
項目を合わせた11項目で因子
分析を行った結果， 2因子に
分かれ弁別的妥当性を確認し
た（表 3）。特性的GSEとの
相関係数は0.57で併存的妥当
性を確認した。

（ 3）　自己効力感と手術室勤
務継続意思との関係

　自己効力感と手術室勤務継
続意思との関連の分析に関し
ては，調査項目すべてに欠損
のない493名（有効回答率40.9 
％）を分析対象とした。この
分析対象（ｎ＝493）の性別
は，女性431名（87.4％），男
性62名（12.6％）であった。
年齢の中央値は30歳（範囲：
21～59歳），看護師経験年数
の中央値は 7年（ 0 ～38年），
手術室経験年数の中央値は
5.2年（ 0 ～32年）であった。
特性的GSE・領域固有のSSE・手術室勤務継続
意思の 3つの関連および自己効力感に関連する
因子について共分散構造分析を行った結果を図
1に示す。特性的GSE・領域固有のSSEはそれ
ぞれの質問項目の観測変数から表される潜在変
数であり，手術室勤務継続意思はリッカート尺
度の点数で観測変数である。「特性的GSE→手
術室勤務継続意思：－0.08（ p ＝0.182）」「領
域固有のSSE→手術室勤務継続意思：0.50（ p
＜0.001）」であり，手術室勤務継続意思に関連
するのは，特性的GSEではなく領域固有のSSE

表 1　 特性的自己効力感（GSE）の合計得点・項目別得点の
平均値と正規性の検定（ｎ＝618）

平均値 標準偏差 歪度 尖度 S-W

合計得点 18.03 4.41 -0.16 -0.18 0.001
GSE-1　どんな状況に直面しても，私な

らうまくそれに対処する 2.88 0.93 -0.26 -0.42 <0.001
GSE-2　私にとって，最終的にはできな

いことが多いと思う（Ｒ） 2.94 1.05 -0.15 -0.67 <0.001
GSE-3　私が頑張りさえすれば，どんな

困難なことでもある程度のこと
はできるような気がする

3.06 0.99 -0.29 -0.48 <0.001

GSE-4　熱心に取り組めば，私にできな
いことはないように思う 2.98 1.01 -0.13 -0.47 <0.001

GSE-5　やりたいと思っても，私にはで
きないことばかりだと感じる（Ｒ） 3.12 1.00 -0.16 -0.42 <0.001

GSE-6　非常に困難な状況の中でも，私
ならそこから抜け出すことがで
きると思う

3.05 0.88 -0.29 -0.00 <0.001

注　1）　尺度は文献10）による,（Ｒ）は逆転項目， 5件法（合計得点範囲：6－30）
　　2）　S-W＝Shapiro Wilk（シャピロウィルク）検定の p値

表 2　 領域固有の自己効力感（SSE）の合計得点・項目別得点の
平均値と正規性の検定（ｎ＝618）

平均値 標準偏差 歪度 尖度 S-W

合計得点 17.09 4.27 -0.57 0.07 <0.001
SSE-1　手術室看護師として，今後やっ

ていけそうだと思う 3.50 1.16 -0.50 -0.40 <0.001
SSE-2　手術看護の専門的知識・技術に

もとづいた看護が実践できてい
ると思う

3.29 0.99 -0.48 -0.17 <0.001

SSE-3　手術看護の専門性や独自性に意
味を見いだしやりがいを感じる 3.46 1.08 -0.54 -0.21 <0.001

SSE-4　手術に関わるチームの一員とし
てコミュニケーションがとれて
いると思う

3.56 0.98 -0.65 0.12 <0.001

SSE-5　患者を中心とした看護が実践で
きていると思う 3.28 1.02 -0.42 -0.26 <0.001

注　1）　 5件法（合計得点範囲： 5－25）
　　2）　S-W＝Shapiro Willk（シャピロウィルク）検定の p値

表 3　自己効力感（GSE・SSE）11項目の因子構造（ｎ＝618）
因子負荷量 因子抽出後

共通性Ⅰ Ⅱ
GSE-1 0.41 0.55 0.47 
GSE-2（Ｒ） 0.30 0.43 0.28 
GSE-3 0.16 0.80 0.67 
GSE-4 0.17 0.80 0.66 
GSE-5（Ｒ） 0.35 0.46 0.33 
GSE-6 0.27 0.73 0.61 
SSE-1 0.60 0.33 0.47 
SSE-2 0.79 0.28 0.70 
SSE-3 0.76 0.21 0.63 
SSE-4 0.72 0.26 0.59 
SSE-5 0.72 0.19 0.56 
注　1）　GSE：特性的自己効力感，SSE：領域固有の自己効力感，

項目の数字は質問番号，（Ｒ）は逆転項目
　　2）　因子抽出法：最尤法，回転法：バリマックス回転， 2因

子が抽出された
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であった。「領域固有のSSE」と「特性的
GSE」の相関係数は0.61（ p ＜0.001）であり，
領域固有のSSEが，特性的GSEと手術室での勤
務継続意思の両方に影響している可能性が示唆
された。また，「手術室内のソーシャルサポー
ト」「患者との関係」「手術看護に関する教育」
が「領域固有のSSE」に関連していることも示
唆された。このモデルの適合度は，CMIN：
1666.566（ p ＝0.000），GFI：0.786，AGFI：
0.747，RMSEA：0.088であった。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　手術看護に関する領域固有のSSE尺度
の開発

　手術看護に関する領域固有のSSE尺度のクロ
ンバックのα係数は0.87であり，内的整合性は

高かった。また，Ｇ-Ｐ分析，項目－全体相関
分析，いずれか 1項目を除いたときのクロン
バックのα係数の分析によって表面的妥当性を
確認した。因子分析では，第 1因子はSSE 5 項
目，第 2因子はGSE 6 項目で構成され，弁別妥
当性が確認できた。さらに，GSE，SSEの相関
係数は0.57であり併存的妥当性があることが確
認できた。手術看護に関する領域固有のSSEは
この 5項目の合計得点で測定可能と考える。

（ 2）　自己効力感の得点分布
　手術室看護師の特性的GSE合計得点は平均
18.03（±標準偏差4.41）であり，大学生を対
象に調査した三好10）の合計得点の平均19.8
（±4.3）と比べると有意に低かった。看護師
の特性的GSEは一般女性に比べても低いといわ
れており16）17），大学生に比べても低い傾向に

図 1　特性的自己効力感（GSE）・領域固有の自己効力感（SSE）・手術室勤務継続意思と影響因子の関連（共分散構造分析モデル）
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あった。
　手術看護に関する領域固有のSSE合計得点は
得点範囲 5 ～25点で平均17.09，中央値18で
あった。手術看護に関する領域固有のSSEは，
中間値の 3点（どちらともいえない）をつけた
場合の合計得点15より高かった。

（ 3）　自己効力感（GSE，SSE），手術室勤務
継続意思と関連因子の検討

　共分散構造分析を用いて，特性的GSE，領域
固有のSSE，手術室勤務継続意思の関連を検討
した結果，図 1のモデルが得られた。GFIの値
が0.9を下回っており，モデルの適合度は高い
とはいえないが，解釈可能な範囲としてはこの
モデルが最適と考え，採用した。手術室勤務継
続意思に関連するのは，特性的GSEではなく領
域固有のSSEであった。手術室看護師が現在所
属する手術室で勤務し続けようとする意思を保
つには，領域固有のSSEを高めることが有効で
ある可能性がある。特性的GSEと領域固有の
SSEの関連については，領域固有のSSEが特性
的GSEを決定し特性的GSEは変化するという考
え方と，特性的GSEが領域固有のSSEを決定し
特性的GSEは変化しないという考え方がある7）。
手術室看護師の場合は，手術看護に関する領域
固有のSSEが，特性的GSEと手術室での勤務継
続意思の両方に影響している可能性が示唆され
た。領域固有のSSEを構成する「手術室看護師
としてやっていけるという確信」「専門的知
識・技術にもとづいた看護が実践できる確信」
「チームの一員としてコミュニケーションがと
れる確信」が得られるためには，手術看護につ
いて段階的に教育されることや手術室看護師
長・先輩・同僚からサポートされることが有用
で，「手術看護の専門性・独自性に意味を見い
だし，チームの一員として看護にやりがいを感
じる確信」が得られると考える。さらには患者
との信頼関係を実感できるような機会を設け，
患者個々の個別性にあわせた看護が提供できて
いるという感覚をもつことができれば，「患者
中心の看護が実践できる確信」を得られる可能
性がある。領域固有のSSEに着目した研究は，

優秀な人材の定着や離職防止の観点からも有用
であろう。
　本研究の調査対象施設は全国の特定機能病院
31施設（37.3％）であり，結果を全国の手術室
看護師に一般化することには慎重である必要が
ある。

Ⅴ　結　　　論

　手術看護に関する領域固有のSSE尺度（ 5項
目， 5件法）を開発した。手術室勤務継続意思
に関連するのは，特性的GSEではなく領域固有
のSSEであった。手術室看護師が現在所属する
手術室で勤務し続けようとする意思を保つには，
領域固有のSSEを高めることが有効である可能
性がある。

謝辞
　調査協力を快く承諾していただいた看護部長，
手術室看護師長，そして調査およびプレテスト
に参加してくださった全国の手術室看護師の皆
様に，心より感謝申し上げます。
　本研究は国立看護大学校研究課程部に提出し
た特別研究論文（修士論文）の一部に，加筆・
修正を加えたものです。

文　　　献
1 ）佐藤紀子，若狭紅子，土蔵愛子，他．手術室看護

の専門性とその獲得過程に関する研究．東京女子

医科大学看護学部紀要　2000；3：19-26．

2 ）Chen, C. K., Lin, C., Wang, S. H., & Hou, T. H. A 

study of job stress, stress coping strategies, and 

job satisfaction for nurses working in middle-level 

hospital operating rooms. Journal of Nursing Re-

search 2009；17（ 3 ）：199-211．

3 ）古屋肇子，谷冬彦．看護師のバーンアウト生起か

ら離職願望に至るプロセスモデルの検討．日本看

護科学会誌　2008；28（ 2 ）：55-61．

4 ）Lightsey, O. R. Stress buff ers and dysphoria；A 

prospective study, Journal of Cognitive Psycho-

therapy 1997；11：263-77．

5 ）羽田野花美，酒井淳子，矢野紀子，他．女性看護



―　 ―22

第62巻第13号「厚生の指標」2015年11月

師の職務満足度と職業継続意思および特性的自己

効力感との関連．愛媛県立医療技術短期大学紀要　

2003；16：1-8．

6 ）坂野雄二，東條光彦．一般性セルフエフィカシー

尺度作成の試み．行動療法研究　1986；12（ 1 ）：

73-82．

7 ）三好昭子，大野久．人格特性的自己効力感研究の

動向と漸成発達理論導入の試み．心理学研究　

2011；81（ 6 ）：631-45．

8 ）成田健一，下仲順子，中里克治，他．特性的自己

効力感尺度の検討－生涯発達的利用の可能性を探

る－．教育心理学研究　1995；43（ 3 ）；306-14．

9 ）三宅幹子．特性的自己効力感が課題特有の自己効

力感の変容に与える影響－課題成績のフィードバッ

クの操作を用いて－．教育心理学研究　2000；48：

42-51．

10）三好昭子．主観的な感覚としての人格特性的自己

効力感尺度（SMSGSE）の開発．発達心理学研究　

2003；14（ 2 ）：172-9．

11）Rudolfsson, G., Ringsberg, K. C., & von Post, I. A 

source of strength-nurses’perspectives of the 

perioperative dialogue, Journal of Nursing Ma-

nagement 2003；11（ 4 ）：250-7．

12）中村惠，長谷部佳子，平井さよ子，他．手術室に

勤務する外回り看護師の専門職的自律性と看護実

践．日本看護研究学会雑誌　2004；27（ 4 ）：35-44．

13）大西敏美，名越民江，南妙子．手術室看護師が定

着するまでのプロセスに関する研究．香川大学看

護学雑誌　2009；13（ 1 ）：1-12．

14）酒井淳子．看護師の心理的well-beingに対する職場

におけるソーシャルサポートの効果－共分散構造

分析を用いた検討．日本看護科学会誌　2006；26

（ 3 ）：32-40．

15）吉田道雄，内川洋子，成田栄子．病院における看

護婦長のリーダーシップ行動測定尺度の構成，日

本看護研究学会雑誌　1996；19（ 4 ）：29-42．

16）石田貞代，望月好子．看護婦・看護学生のGSES得

点と臨床経験年数との関連．静岡県立大学短期大

学部研究紀要　1996；10：137-45．

17）小谷野康子．看護婦の自己効力の特性とその関連

因子．聖路加看護学会誌　1999；3（ 1 ）：78-83．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


